
 

第４回日本産業看護学会 学術集会 特別集会の報告 

 

  産業看護学体系化検討委員会では、産業看護領域における看護診断の開発を進めております。 

第 4回日本産業看護学会 特別集会（「メンタルヘルス対策に関する看護診断を考える」）に産業

看護職にお集まりいただき、産業看護診断開発の経緯とその内容を報告させて頂き、さらにメンタ

ルヘルスに関連した看護診断の一連の流れを体験頂き、実践に即した貴重な意見交換を行うことが

できました。 

学会員に広く、その内容をお伝えし、関心をより高めて頂くことと、より多くのご意見をお寄せ

いただきたく、特別集会の様子を報告させて頂きます。 

なお、特別集会にご参加賜りました方々に深く感謝いたします。 

 

Ⅰ．特別集会「メンタルヘルス対策に関する看護診断を考える」の概要 

日時：2015年 11月 15日（日） 11:30～13:20 

場所：島根県立大学 第６会場（3号館 2階 217講義室） 

主催：産業看護学体系化検討委員会 

参加者数：４９名 

 

【プログラム】 

１．学会理事長 河野先生挨拶 

 参加のお礼、本学会の目的達成に看護診断体系化が必須。特別集会が診断体系構築に貢献等。 

２．伊藤委員長 産業看護体系化への活動と診断体系の紹介（下記 PPT参照） 

 特別集会の目的、当会活動報告 

 産業看護の看護過程 

 産業看護アセスメントツール紹介 

 産業看護ケアリスト開発の紹介 

３．産業看護診断を体験する 

 個人ワーク：慢性高ストレス状態の職場を想定し、診断指標をリストから選択、追加案を作成 

 Ｇｒワーク：個人ワーク結果・所感の共有と集約  

４．参加者へのアンケート 

 

  
 

 



 

 

 

 

 

 



【参考文献】 すぐに役立つ産業看護アセスメントツール 監修 河野啓子 法研 

       ＊お求めはさんごの会事務局（k-kono@xpost.plala.or.jp）までご連絡ください。 

 



アンケート結果（回収率 87.8％） 

1． 職種                    2. 経験年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．組織（会社）の業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．プログラム内容について 
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看護診断（診断名・定義、診断指標、関連因

子）、看護目標、看護ケアの関係が分かった 

看護診断への関心が高まった 

産業看護学体系化の必要性が分かった 

委員会の活動がわかった 
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5．感想・意見から抜粋（読みやすいように修正済み） 

 看護診断の大切さが改めて理解できた。 

 多大な尽力をしてくださっている方々がいらっしゃることをはじめて知りました。 

 学問体系が必要と思いますが、それを作り上げる作業がこのように行われていることが発見で

した。 

 “ことば”の使い方は難しいとあらためて思いました。 

 「産業看護診断」には、組織診断的な感じが多い。 

 「看護診断」とはいうことを学習し、その根拠をもつことの必要性が納得できた。 

 職場や経営者らとの共有が必要だと感じた。 

 現場から出た所感をどんどん反映させてほしいと思います。 

 資料が細かで活用したい。 

他、委員会に向けて励ましのお言葉や、特別集会での事例提示の方法などについてのご意見を頂き

ました。 

 

 本委員会では、特別集会で得た貴重なご意見を、診断化に踏襲させて活動して参ります。 

また、多くの職場で活用して頂くことを念頭におき、広い視野もち、柔軟な委員会運営に努めます。 

以後、委員会活動は、時差はありますが、本学会ホームページで学会員にオープンにしながら、広

く皆さま方の賛同を、前向きな批判的ご意見を頂きながら進めていきたいと思います。 

  

以上 

 

2016年 2月 

日本産業看護学会 産業看護学体系化検討委員会  

委員長 伊藤美千代 


